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例　　言
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佐久市大字長土呂字長土呂隠し1－4
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星野　保彦、堀籠　滋子、堀籠みさと、森角せきよ、森川　宗治

柳沢豊志子

7　本書は、小林眞寿が執筆・編集した。また、当遺跡の立地・環境については「聖原遺跡I調

査概幸田（1990）・御代田町教育委員会「聖原II遺跡」（1990）においてその詳細が記述されて

いるため割愛した。

8　本書及び聖原遺跡II出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。



凡　　例

1　遺構の略称　H一住居址　F－掘立柱建物祉　D一土坑　M－溝祉　P－ピット

2　遺構・遺物の縮尺は原則として次のとおりである。

1）遺構→1／80　2）遺物→1／1～1／4

3　挿図中におけるスクリーントーンは下記の内容の表現である。

遺構・・・地山断面→斜線　焼土→点　粘土→細点　柱痕→砂目極細　堀り方→砂目

遺物・・・須恵器断面・黒色処理→点

4　遺構の海抜標高は、各遺構毎に統一し、水糸標高として明記した。

5　挿図中の略記号は次のとおりである。

P→ピット　　S→石

6　写真図版中の番号は、挿図番号と対応する。

7　各一覧表の数値については、不明は空白、推定値は（）で示した。

8　土層・遺物脂土の色調は、1988年版『新版　標準土色帖』に基づいて示した。
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査に至る動機

聖原遺跡は佐久市の北部、浅間山南麓末端部の南西に放射状にのびる田切り地形に狭まれた緩

傾斜面台地上に位置し、標高734－746mを測る。

当遺跡内では、昭和63年度に「上聖端」、平成元年度に「聖原遺跡I」イ聖原II遺跡」（御代田

町教育委員会調査分）、平成2年度には「聖原遺跡III」等の調査が相次いで実施され、総計800棟

に及ぶ竪穴式住居址等が検出されており、当遺跡が古代佐久平の中核的な遺跡の一つであったこ

とが明らかになりつつある。

平成元年、当遺跡内において佐久市開発公社・佐久市土地開発公社・佐久市経済部商工観光課

により佐久流通業務団地整備事業が計画されたため、3月22～3月23にかけて試堀調査を行った

結果、約2000m2を対象に記録保存を前提とした発掘調査を実施する必要が生じたため、佐久市教

育委員会が佐久市開発公社より委託を受け、佐久市教育委員会から委託を受けた佐久埋蔵文化財

調査センターが調査を実施することとなった。

原

平

－1－



第2節　調査日誌

平成元年

3月14日　佐久市開発公社・佐久市教育委員会・佐久埋蔵文化財調査センターによる現地協議

を行う。

22日　試堀調査。

23日　試堀調査。

27日　重機による表土除去作業。機材の搬入・テント設営。食肉センター駐車場と水道使

用の了解を取る。

28日　重機による表土除去作業継続。

29日　重機による表土除去作業継続。遺構検出作業と並行して住居址の堀り下げを開始す

る。

30日　重機による表土除去作業継続。住居址掘り下げ、M2号溝址掘り下げ。

31日　雨のため重機による表土除去作業を除き作業を中止する。表土除去作業は本日を

もって終了。

4月1日　遺構掘り下げ。

2日　測量基準杭が設定されたため、遺構の掘り下げに並行して実測を開始する。

（測量基準点は、Ⅹ＝32140，00　Y＝1040，00　H＝748，33）

3日　遺構掘り下げ、実測作業。

i

18日　本日を以て現場でのすべての調査が終了。機材を聖原遺跡Iの現場に移動する。

平成二年　遺物の洗浄・図面修正作業に着手、これを終了させる。

平成三年　遺物整理、遺構図の製図等報告書作成に拘わる一切の作業を行い、原稿を執筆する。

－2－



第II章　基本層序及び概要

第1節　基本層序

第2図に聖原遺跡IIの基本層序を示した。

0

第I層一暗褐色～黒褐色（10YR3／3～10YR2／3）。耕作土。

第II層一黒褐色（10YR2／2）。≠7mm大パミス多合、砂粒

少合。

第III層一浅黄橙色（10YR8／4）。浅間第1軽石流層。　　　Jm

第II層については調査区の北東部、特にMl・2号溝祉

周辺部分に顕著に認められ、調査区全面を被覆しているも

のではない。

第I層120－60cm、第2層－0－20cmの厚さを有し、相　　　　か遺構検出面

対的に調査区の北東に向かって厚く堆積している0　　　　第2図聖原遺跡II基本層序模式図

遺構の検出は、第3層上面で行った。

第2節　検出遺構遺物の概要

遺　　構

竪穴住居址－9棟　掘立柱建物址－2棟　土坑－1基　溝址－2条

遺　　物

土　器　土師器一壷・寮・坪・高塚・椀　須恵器一壷・聾・坪・杯蓋

石　器　打製石斧・打製右舷　　　　　石製品　石製模造品・こも石・砥石

鉄製品　刀子・鎌・鉄棒　　　　　　　種　子　骨片

－3－
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第3図　聖原遺跡II発掘区設定図
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第4図　聖原遺跡II全体図
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第III章　遺構と遺物

第1節　竪穴住居址

1）H1号住居址
J

遺構（第5・6図、図版二）

本址は調査区東北端より西南に10mの位置に検出された。Pit47を切るほかは他遺構との重複関

係はもたないものの、耕作による撹乱がカマド煙道部分を破壊している。

南北－4．4m、東西－5mの長方形プランを呈し、検出面からの壁高は平均36cmを測る。覆土は

8層から成る自然堆積である。床面はロームを主体とする哩土により平坦に版築され、その上に

ロームと粘質土の混在土を敷設して堅く叩締られている。壁体は第III層をそのまま使用している

が、壁下に所謂「壁溝」を有している。Pitは均等位置に4基が検出され、深度40～50cmを測り、

ilOcm大の柱痕が認めら．れた。また、P3・P4の2基はそれぞれ西・東辺から直角にのびる溝に

より壁溝と連結される、所謂「間仕切」施設を有する。カマドと相対する南壁下中央部には出入

口施設の可能性が高い堀り込みが認められた。

カマドは、北壁中央に構築されており、袖の付け根は地山部分を僅かに削り残し基部とする他

は粘土により構築され石等の芯材は認められないが、天井部には軽石を構築材として使用してい

たことが、本址床面に散乱していた軽石が火熟を受けていたことから想定される。

遺物は第6図に示したような出土状況を呈しており、その大半は、4層中に包含されていた。

その状態はカマド及び周辺に位置していたものが埋没過程において放射状に拡散したものと考え

られる。

遺物（第7図・図版十一十二）

須恵器・土師器が出土している。須恵器6点、土師器7点を図化したが量的には土師器が大半

を占めており、須恵器は少量である。

須恵器の器種には、無台・有台の埠蓋、鉢、嚢、が認められる。埠のロタロからの切り離しは

へラにより行われており、その後回転ないし手持のへラ削り調整が加えられている。賓・壷の類

は巻き上げないし輪積技法により成形されており、12・13には叩目、当具痕が認められる。
ノ

土師器の券種には杯・婆が認められる。坪は全て丸底を呈する非ロタロ成形、婆は8・9が所

謂「武蔵型の嚢」、10は内面口頸部と外面に横位のへラミガキ調整が加えられるもの、11は頸部下

にへラケズリ調整の施される大形の球胴賓である。

－6－



尚、3・7は混入遺物であり本址に伴うものではない。それ以外の10点の土器については、本

址に伴うものとして捉らえられよう。

第5図　H1号住居址実測図

Hl号住居I止土層言克明
l　基本層序第II用。

2　灰毅褐色1瑠（10YR4／2）。

ローム粒イ・（10YR8／4）・¢1．5cm人パミスを多合する。

3　2層中におけるパミス含有率が低く、¢1．5cm人ローム粒（10YR7／6）を少合する。

4・黒褐色秒質土層（10YR3／2）。

5　にぷい葦軽色土層（10YR6／4）。

¢1～1．5cm人パミス・¢1cm人ローム粒（10YR8／4）・¢5mm大石粒を多合する。

6　3層中にカマド構築粘上（2．5YR5／4）・焼‾1二を多合する。カマド流出層。

－7－

僧汀ご一　719∴13nl

O　　　（1：80）　　　2m

7　ローム（10YR8／3）2次堆積層。

灰黄栴色粒子（10YR4／2）を少合する。

8　ローム（10YR7／6）2次堆積層。

9　褐色粘質上（10YR4／4）。カマド構築上。

¢1cm人ローム粒（10YR8／4）・¢1cm大石粒を少合する。

10　にぷい赤禍色粘1二（2．5YR5／4）。カマド構築土。
11振り方人為哩上層。



第6図　H1号住居址遺物分布・接合関係図

－8－



第7図　H1号住居址出土遺物実測図

－9－



2）H2号住居址

遺構（第8・9図、図版三）

本址はH1号住の南西12m、F2号掘立柱建物址の西方4mの位置で検出された。調査区城外に

遺構は広がっており、約1／2を対象に調査を実施した。Pit54・H9号住居址を切って構築され、D

1号土坑により切られている。

推定で南北－4m、東西－4．8mの長方形プランを有していたものと思われる。検出面からの壁

高は平均30mを測る。覆土は4層から成り、出土遺物の大半は1層中に包含されていた。床面は哩

土をほとんどに用いづに、赤褐色粘土とロームの混在土により版築され平坦である。

床面上において2基のPitが検出されたが、本址の柱穴配置が判然としないためその性格は不明

である。

本址は完掘できえなかったため、カマドについては、一切不明である。しかし、火熟を受けた

軽石が住居中央やや北側の覆土（1層）中より検出されており、北壁中央部分に存在するものと

思われる。

遺物（第10図、図版十二）

須恵器・土師器が出土している。須恵器5点、土師器7点、砥石2点を図化したが相対的に出

土量は少なく、未図化遺物の大半は土師器の所謂「武蔵型の賓」片である。

須恵器の器種には無台・有台の杯が認められ、全て回転糸切りによりロタロから切り離されて

いる。

土師器の器種には埠と賓が認められ、坪は全てのものに内面黒色処理が施されている。ロタロ

からの切り離しは、底部が残存しているものは例外なく回転糸切りである。これらのうち、1は

外底とその周縁に、3は外底周縁に手持ちのへラ削り調整が加えられている。また、4－6には

墨書が認められるが、破片のため判読できない。12の賓は所謂「武蔵型の婆」の底部である。尚、

桃ないし梅の種子が1点出土している。

3）H9号住居址

遺構（第8・9図、図版三）

本牡は、H2号住居址床下より検出された。H2号住居址のほぼ中央に位置するため、全容は

不明であるがH2号住居祉構築時の破壊をかなり受けており、そのプランの一部とPitl基が残存

していたにすぎない。

遺物（第10図、図版十三）

H2号住居址床下（H2号住居址堀り方及びH9号住居址覆土）より出土した図化不可能な土

器破片はH2号住居址覆土より出土した13～15と同時期であり、この3点の土器は本来H9号住

－10－



居牡に包含されていたものと思われる。全て土師器であり、13は所謂「手ずくね」によるミニチュ

ア土器。14は非ロクロ成形の丸底を呈する杯。15は外面へラ削り、内満へラナデが施される長胴

婆である。

⊆　　萱

こl蘇＿；：

臣　　　ゼ

忽瘍

標高　749．03m

（1：80）

H2・9号住居壮士層説明

1　にぷい黄褐色土層（10YR5／4）。

¢3～5cm大ロームブロック・¢1cm大ローム粒（10YR7／6）

を多合。¢5－7mm大パミスを少合する。

ローム2次堆積層（10YR7／6）。

黄褐色土層（10YR5／6）。¢5mm大パミスを多合する。

灰黄褐色土層（10YR4／2）。¢5mm大パミスを少合する。

H2住貼床。

黒色土層（10YR2／1）。

2m

¢1．5cm大ローム粒（10YR8／4）を極めて少量含む。

7　ローム2次堆積層（10YR7／6）。

8　にぷい黄橙色土層（10YR6／3）。

¢3cm大ロームブロック（10YR7／6）・¢5cm大褐灰色ブロック

（10YR4／1）・¢1cm大パミスを多合する。人為哩土層。

9　灰黄褐色土層（10YR4／2）。

¢5cm大ロームブロック（10YR7／6）・ぱい3－5mm大パミス

を多合する。人為哩土層。

＊5・6層はH2住掘り方人為哩土層。H9住覆土は8層と同質。

第8図　H2・9号住居址実測図

－11－



第9図　H2・9号住居址遺物分布・接合関係図
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第10図　H2・9号住居出土址遺物実測図
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4）H3号住居址

遺構（第11・12図、図版四一五）

本址は調査区東南端中央部で検出された。他遺構との重複関係はないものの、畑境に埋設され

ていたコンクリート杭により本祉覆土の中央部が擾乱を受けていた。

南北一3．2m、東西－3．9mの長方形プランを呈し、検出面からの壁高は20－30cmを測る。覆土は

7層から成る自然堆積で、遺物の多くは床面上に堆積する3層中に包合されており本址に伴うも

のと考えられる。それは、本址出土遺物の多くが完形もしくはそれに近い状態を保っていること

からも裏付けられる。床面はロームを主体とする埋土により平坦に版築され、その上に黒褐色粘

土を敷設して叩締られているが、堅固ではない。壁体は、第III層をそのまま使用し、壁下には所

謂「壁溝」が巡らされ、柱穴は、有さない。

カマドは北壁中央やや東よりに構築される。褐色粘土を主体に軽石を芯材として用いる。カマ

ド東協の壁下には第13図－6の土師器長胴婆が胴下半部を人為的に打ち欠かれた状態で埋設され

ていたが、内容物は認められなかった。

遺物（第13図、図版十四）

須恵器・土師器・石器・石製品が出土している。他の住居牡に比べ遺物の出土量は相対的に少

ない。
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H3号住居I止土層言見明

1　黒褐色土層（10YR3／1）。

ローム粒子（10YR8／4）・¢1mm大石粒を含む。

2　ローム2次堆棟層（10YR8／6）。

3　灰黄褐色土層（10YR4／2）。

砂粒を含み、極めて少量のローム粒子（10YR8／4）を含む。

にぷい黄栓色土層（10YR6／3）。

¢5m～1cm大ローム粒（10YR8／6）・¢1．5cm大パミスを含む。

5　黒褐色上層（10YR2／2）。

6　1層中に灰・粘土（10YR8／3）を含むもの。

7　明黄褐色粘土（10YR6／6）。カマド流出層。

ローム（10YR8／6）を多合する。

8　カマド構築粘土（7．5YR6／4）。

9　カマド構築粘土（10YR5／8）。

10　カマド構築土（10YR3／2）。

¢1cm大ローム粒（10YR6／6）を多合する。

11灰黄褐色土層（10YR4／2）。灰・塊土を含む。

12　にぷい黄褐色土層（10YR5／3）。

¢3cm大ロームプロッタ（10YR7／6）を含む。

13　無色土層（10YR2／1）。

¢1，5cm人ロームブロック（10YR7／6）を含む。
14　掘り方人為哩土層。

標高　748．63m
O rl：80）

第11図　H3号住居址実測図
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須恵器の器種には無台の杯と聾が認められるが、。寮は図化不可能な破片である。杯のロタロか

らの切り離しはへラにより行われており、その後回転へラ削り調整が施されている。当遺跡出土

の須恵器の中でも際立って精選された脂土を有し、丁寧な成形・調整がなされている。

土師器の器種には杯・聾・鉢が認められる。末図化のものを含めて、坪は全て非ロタロ成形で

丸底を呈し、外面口緑部下に手持のへラ削り調整を加えている。嚢は未図化のものも含め全て所

謂「武蔵型の婆」である。5は体部下半、6は口綾部から体部上半のみ残存している。6の場合

カマド協に埋設された状態で出土したものであり、確実に本址に伴う遺物であり、所謂「武蔵型

の蜜」特有のへラ削り調整による薄い器壁を呈してはいるものの、頸部下に加えられるへデ削り

の方向が本来の斜位ないしは横位ではなく縦位に施されている。また、器壁も厚目である事等定

型化された所謂「武蔵型の嚢」の範噂からは逸脱する要素を有している。

石器は所謂「こも石」・「編み物石」と呼称されている自然礫の長辺の両サイド中央をやや外れ

た位置に自然の凹や、人為的な敲打による凹を作出し、これを利用して蓮・産・蔦等を編むとき

07　　く］8

第12図　H3号住居址遺物分布・接合関係図
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の錘としたと考えられているものが2点出土している。また、石製品としては滑石製の模造鉄が

1点出土している。長さ－2．9cm、巾－2．3cm、厚さ－2．8mmを測り、基部には径2mmの円孔が両面

から穿たれている。尚、桃ないし梅の種子が1点本址カマド火床内より出土している。

5）H4号住居址

遺構（第14・15図、図版五）

本址はH3号住居址の南西2mの位置に検出さ・れた。他遺構との重複関係はないが、東南コー

ナーが僅かではあるが調査範囲から外れるため完掘できなかった。

南北－4．6m、東西－5．2mの長方形プランを呈し、検出面からの壁高は平均50cmを測る。覆土は、

10層から成る自然堆積である。床面はロームを主体とする埋土により平坦に版築され、その上に

ロームと黄橙色粘土の混在土を敷設して堅く叩締ている。壁体は第III層をそのまま使用しており、

壁下には所謂「壁溝」を巡らしている。Pitは5基が検出され、均等位置に配置されるPl～P4

の4基が主柱穴であり、¢12cm大の柱痕を有していた。西壁下中央に検出されたP5については本

址に伴う事は確実であるが、性格は不明である。また、P3・P4間の所謂「貼床」下から¢8cm

大の柱痕を有するPitが1基検出されている。このPitは、本址の堀り方時の所産ではなく、床面構

築時以降に堀り込まれその後不必要となり、新たな床により密閉されたものである。

宅琵≡謬，

≡

第13図　H3号住居址出土遺物実測図
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カマドは北壁中央に構築されており、住居址堀り方の段階で袖基部を僅かに削り残し、床面の

版築工程と並行して袖先端部分に軽石を芯材として固定した後これを黄橙色粘土で被覆して構築

されている。天井部分は崩壊しておりその形状等は不明であるが、カマド流出層中には軽石など

の芯材と考えられる物は僅かしか認められないことから考えて、粘土を主体として作られていた

ものと考えられる。

H4号住居≠止土層説明

1にぷい黄橙色土層（10YR6／3）。

¢7mm大ローム粒（10YR7／6）・¢1cm大パミスを多含。¢1cm大褐色土粒

（10YR3／1）を少合する。

にぷい黄褐色土層（10YR5／3）。混入物は1層と同株。

1層中に砂利を多合するもの。

にぷい黄橙色土層（10YR6／4）。混入物は1層と同様。

灰黄褐色土層（10YR5／2）。

¢1～1．5crn大ローム粒（10YR6／6）を多合する。

6　黒褐色土層（10YR3／1）。

7　黒褐色土層（10YR3／1）。

¢7mm大ローム粒（10YR6／6）を少合する。

8　暗褐色土層（10YR3／3）。灰・焼土を少合する。

9　灰白色粘土（10YR8／2）。カマド流出層。

10　灰白色粘土（10YR8／2）。カマド流出層。

灰・炭を多合する。

11灰の堆積層。

12　カマド構築粘土（10YR8／3）。

13　カマド構築粘土（10YR8／2）。

14　カマド構築土。ローム（10YR7／6）を主体に

¢2cm大パミス・粘土（10YR8／2）を含む。

15　ローム2次堆積（10YR8／4）。¢5mm以下パミスを含む。

1615層よりも明度の低い層。

＊15・16層は人為哩土。

17　掘り方人為埋土層。

第14図　H4号住居址実測図
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遺物（第16図、図版十五）

須恵器・土師器・鉄器・石器が出土している。須恵器の器種としては小形の短頸壷・無台の坪

が認められるがいずれも小破片のため図化不可能である。この内無台坪は底部に糸切り痕が認め

られる事から本址に伴う物ではなく、混入遣物である。

土師器の器種としては、坪・喪が認められる。坪は3点図化したが、図化不可能な物も含め全

て非ロタロ成形であり、丸底を呈し、外面口緑部下に手持ちのへラ削り調整が加えられていれる。

3は内面黒色処理が施される。賓は未図化のものを含め本址出土遺物の大半を占めている。7・

9のような所謂「武蔵型の婆」が量的には多い。5・6はへラ磨き調整が施されるもので、球胴

を呈するものと思われる。4・6はへラ削り調整が外面頸部下に加えられる小形嚢である。いず

れも、頸部下にへラ削り調整が施されるが所謂「武蔵型の賓」ではない。6の脂土は他の土師器

とは異なり精選され精緻である。

鉄器は10の刀子が1点出土し、石器は11の黒曜石製の石鉄が1点混入していた。

8

第15図　H4号住居址遺物分布・接合関係図
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第16図　H4号住居址出土遺物実測図
6）H5号住居址

遺構（第17・18・19図、図版六）

本祉はH4号住居址南西2mの位置で検出された。東南コーナーが調査区城外にかかるため調

査はできなかった。F1号堀立柱建物址により切られる他は重複関係はない。

南北－5．8m、東西－7mの隅丸長方形プランを呈し、検出面からの壁高は平均50cmを測る。覆

土は10層からなる自然堆積である。遺物は壁際を除く全面から出土しており、特定の土層には集

中しないが、平面分布で見る限りにおいてカマド前方に若干の集中が認められる。床面はローム

を主体とする埋土により平坦に版築され、その上に赤褐色粘土とロームの混在土を敷設して堅く

叩締めている。壁体は第III層をそのまま使用しており、壁下には所謂「壁溝」が巡らされている。

Pitは7基検出されたが、均等に配置されたP1－P4の4基が本址の柱穴である。深度50～65cm

を測り、¢12～20cm大の柱痕が認められた。

カマドは北壁中央部分に構築されており、面取り加工を施した軽石を袖部分の芯材に、長径18

cm大の未加工の軽石を煙道部分の芯材にそれぞれ用いて、黄橙色粘土により被覆している。天井

－19－



部は残存していないが、天井部分に懸架できるような構築材は認められない事から、粘土により

構築されていたものと思われる。

遺物（第20図、図版十五）

須恵器・土師器・石製品が出土している。須恵器5点、土師器7点、石製品1点を図化したが

総破片数は380に及び、その大半は所謂「武蔵型の婆」であった。

須恵器の券種には無台・有台の坪・埠蓋と未図化のものとして婆が認められる。坪のロクロか

らの切り離しはへラにより行われており、無台のものは未調整、有台のものは回転へラ削り調整

が加えられている。未図化の婆は短頸広口の鉢型のもので、輪積みないし巻き上げ叩締め成形さ

れている。

土師器の器種には杯と婆が認められる。1の埠は混入遺物のため本牡には伴わない。本来本址

に伴う埠は2のような非ロタロ成形の丸底を呈するもので、外面口緑部以外は手持ちへラ削り、

内面にはへラ磨き調整が施されている。賓は12を除く全てのものが所謂「武蔵型の喪」である。

12の婆は脂土・成形・調整は何ら所謂「武蔵型の賓」と変わらない。しかし、そのプロポーショ

ンは長胴を呈する所謂「武蔵型の賓」とは異をり球胴を呈している。H1号住居址－11の婆とは

同系列に属するものと考えられる。

石製品としては、13の滑石製の垂れ飾りが1点出土している。2．5×2．8cmの楕円形を呈し、約

5mmの厚さを有する。中心からやや偏って¢3mmの穿孔が両側からなされている。長径の片側面に

は1ヶ所浅い剃りが認められる事から曲玉の模造品の可能性もある。

7）H6号住居址

遺構（第21・22図、図版七）

本址は調査区の中央、H5号住居址の北方17mの位置に検出された。M1号溝址により西壁を含

む全体の1／4が消失している。

南北－4．2m、東西は推定で4．6mの隅丸方形プランを呈する。検出面からの壁高は平均40cmを測

り、覆土は5層から成る自然堆積である。床面はロームを主体とする哩土により平坦に版築され、

その上に赤褐色粘土を敷設して堅く叩締められている。壁体は第III層をそのまま使用している。

所謂「壁溝」は有さない。Pitは4基が均等位置に検出され、床面からの深度は40－64cmを測り、

¢12cm大の柱痕が認められた。尚、P2については立て替えた可能性がある。

カマドは北壁中央に構築されており、西袖と火床が残存して高た。床面に散乱していた火熱を

受け面取加工を施した軽石を芯材として、これを粘土により被覆して構築されていたものと思わ

れる。

遺物は住居のほぼ全面から出土しており、特定の層や位置には集中していない。量的には極め

て少ない。

－20－
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第17図　H5号住居祉実測図
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H5号住居章止土層説明

1暗褐色土層（10YR3／3）。

ローム粒子（10YR8／6）・郎－5mm大ノヾミス・石粒を含む。

2　にぷい黄褐色土層（10YR4／3）。

ローム粒子（10YR8／6）・函ト5mm大パミス・¢1m大粘質土粒

（10YR4／2）を含む。

3　灰黄褐色粘質土層（10YR4／2）。

4　黒褐色土層（10YR2／2）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢2～3mm大パミス・砂粒を含む。

5　褐色土層（10YR4／4）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢2－5mm大パミスを含む。

6　基本的には5層と同質であるが、明度が高い層。

7　にぷい黄褐色砂質土層（10YR4／3）。

¢3－5mm大パミス・砂粒を含む。

8　黒褐色土層（10YR3／2）。

ローム粒子・¢2－3cm大ロームブロック（10YR8／6）・¢3mm

大パミスを含む。

9　暗褐色土層（10YR3／3）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢2－3mm大パミスを含む。

芯材構築状態

10　褐色土層（10YR4／4）。ローム粒子・¢2－3mm大パミスを含む0

11暗褐色土層（10YR4／4）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢1－2mm大パミスを含む0

12　黒褐色土層（10YR2／3）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢3m大パミスを含む。

13　暗褐色土層（10YR3／4）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢1mm大スコリアを含む0

14　にぷい黄褐色土層（10YR5／3）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢1mm大パミス・灰白色粒子（10YR8／2）を含む0

15　黒褐色土層（10YR2／3）。

ローム粒子（10YR8／6）・¢1mm大スコリアを含む。

16　にぷい黄褐色砂質土層（10YR5／4）。5mm大パミスを含む0

＊13－1扇酎ま人為埋土。

17　カマド構築粘土（10YR7／4）。

ローム（10YR8／6）を少合する。

18　カマド構築粘土（10YR6／3）。

ローム（10YR8／6）を含む。

19　掘り方人為埋土。

第18図　H5住居址カマド実測図
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第19図　H5住居祉遺物分布・接合関係図
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遺物（第23図、図版十五）

須恵器・土師器・鉄器が出土している。土師器2点、鉄器1点を図化したが、未図化のものは

その大半が所謂「武蔵型の婆」片である。

須恵器の券種には無台の球・坪蓋・賓が存在するが、いずれも小破片であり図化できなかった。

量的には極めて少なく、土師器の1／10である。

土師器の器種には杯・賓が認められる。坪は2のように丸底を呈し、体部との境に稜を有して

口綾部が外反しながら立ち上がる身の浅い皿状のものは肴で、他の図化不可能なものは体部とロ

緑部の境に稜をもたないものである。いずれも非ロタロ成形である。賓は全て所謂「武蔵型の婆」

である。図化した1とは異なる個体の破片も認められたが、細片のため数は確定できない。1の

場合、器壁が5mm前後とやや厚く、また外面頸部下に施されるへラ削りも縦に近い斜位であり、

息も長い点が通常のものとはやや異なる。

鉄器は3の鎌が1点出土している。刃渡り6cm、最大巾2．4cm、最大厚5mmを測る。

H6号住居I止土層説明

1　黒色上層（10YR2／1）。

¢1cm大ローム粒（10YR8／6）を少合する。

2　にぷい黄褐色土層（10YR5／3）。

¢1cm～3cm大ロームプロッタ（10YR8／6）・¢5m大栗色ブロック

（10YRZ／1）を多合する。

3　2層中における混入物の含有率の低い層。

ローム2次堆積層。

2層中にカマド構築粘土（10YR6／4）・灰・焼土・炭を多合する。カマド流出層。

カマド構築粘土（10YR6／4）。

にぷい黄褐色土層（10YR4／3）。

ローム（10YR7／8）を多合する。

8　掘り方人為哩土層。

第21図　H6号住居址実測図
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第22図　H6号住居址遺物分布・接合関係図

第23図　H6号住居址出土遺物実測図

8）H7号住居址

遺構（第24図、図版七）

本牡はH6号住居址の北北西6mの位置に検出された0調査区城外に係るため全体の約1／4を調

査したに過ぎない。M1号溝祉により切られる。

東西は不明であるが、南北一4mを測る。検出面からの壁高は平均75cmと深いが、壁は垂直に堀

り込まれておらず、約15度開いている。掘り方はほとんどなく、赤褐色粘土とロームの混在土を

薄く敷設して叩締めて平坦な床を作り出しているが、さして堅固ではない。Pitは床面状には認め

られず、コーナー壁面に堀り込まれていた。壁体は第III層をそのまま使用しており、所謂「壁溝」

は持たない。調査範囲内にはカマドは存在せず、遺物の出土も皆無であった0

以上のように本址は極めて特異な構造をもった遺構であり、床が構築されていた事、柱穴を有

する事を除けば本址を住居牡と断定する根拠は一切ない。
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9）H8号住居址

遺構（第25・26図、図版八）

本址は調査区西端において検出された。他の住居址とはMl・2号溝址により隔絶された位置に

ある。他遺構との重複関係は持たないが、かって調査区には養豚場が存在しており、豚舎の建築・

取り壊しにさいしての擾乱により東半分が消失していた。

南北－5m、東西は、不明であるが、方形のプランを有していたものと推測される。検出面から

旦　　　　　ビ

二 調査区城外

H7号住居I止土層説明

1黒褐色土層（10YR8／6）。

¢5－7mm大ローム粒（10YR8／6）・パミスを含む。

2　黒褐色土層（10YR8／6）。

g53cm大ロームブロック（10YR8／6）・¢5cm大黒色ブロック（10YR2／1）

を多合。¢1cm大パミスを少合する。

3　ローム2次堆積層（10YR8／4）。

水平方向に厚さ3－5cmの黒色土（10YR2／1）を含む。g51～1．5cm大パミス

を多合する。

4　にぷい黄褐色砂質土層（10YR5／3）。

5　黒色土層（10YR2／1）。上面に薄い砂利の堆積が認められる。

6　4層中に砂粒・¢2－3cm大ロームブロック（10YR8／6）・パミス粒子を多合する。

する。

第24図　H7号住居祉実測図
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の壁高は平均27cmを測り、覆土は人為哩土であった。床面は堀り方をほとんどもたない。赤褐色

粘土とロームの混在土を薄く敷設して平坦に叩締められていた。床面上からは3基のPitが検出さ

れたが、柱穴と思われるものはPl・P2の2基である。おそらくは、擾乱により消失した部分

にPl・P2に対応する2基のPitが存在したものと思われる。平面楕円形を呈して、深度30～50

cmを測る。柱痕は確認されなかった。カマドは残存しておらず、擾乱により消失したものと思わ

れる1。

H8号住居・1止土層説明

1黒褐色土層（10YR3／1）。

¢3cm大ロームブロック（10YR6／6）・g51cm大パミス含む。

2　にぷい黄褐色土層（10YR5／3）。

¢1．5cm大ローム粒（10YR8／6）を少含。¢5mm以下パミスを多合する。

3　明黄褐色土層（10YR6／6）。

¢1cm大石粒・パミスを含む。

4　褐灰色砂質土層（10YR4／1）。

5　褐灰色砂質土層（10YR4／1）。

¢3～5cm大明黄褐色ブロック（10YR6／6）を含む。

＊本祉覆土は全て人為埋土。

第25図　H8号住居址実測図
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遺物（第27図、図版十六）

土師器・石製品が出土している。土師器1点、石製品11点を図化した。土師器の出土総数は4

点にすぎづ、図化した1も覆土の最上面から出土している。そのため、本址の時期を決定する根

拠となる遣物は存在しない。

1は土師器の賓の底部である。器壁は厚く、ナデ気味のへラ削りが施されている。

2についてはその用途は不明であるが、3－12は所謂「こも石」・「編み物石」と呼称されてい

るものである。全てのものが中心をやや偏った両側面に敲打による凹が作出されてい．る。9・10

の2点については金属器による加工痕が認められる。2は楕円形の軽石の中心部に両側から¢6

mmの穿孔がなされる。

OD2 D5

第26図　H8号住居址遺物分布・接合関係図
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第27図　H8号住居址出土遺物実測図
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第2節　堀立柱建物址

1）F1号堀立柱建物址

遺構（第29図、図版八）

本址は調査区南端より北東に24mの位置で検出された。H5号住居址を切り、M1号溝牡に切ら

れる。

本来は計13基のPitにより構成されていたものと推測されるが、西辺中央に存在したであろう

PitはM1号溝址により消失している。東西3間、南北2間の総柱の構成をとるが、南北列の西か

ら2列目のみ、3間の構成を取る。いずれのPitも長径45－95cmの楕円形の平面プランを呈し、検

出面からの深度は18－65cmを測る。相対的に東・南辺のPitの方が深い、柱間は8～2．4mで一定し

ない。・覆土はロームを主体とする人為哩土であったが、柱痕は確認できなかった。出土遺物は皆

無であり、時期は不明である。

2）F2号堀立柱建物址

遺構（第28図）

本牡はH2号住居牡の西方2．5mの位置に検出された。調査区城外に係るため3基のPitにより

構成される北西コーナー部分が確認されたに過ぎない。

Pitは径50～70cm大の円形

の平面プランを呈し、検出面

からの深度は40～60cmを測り

断面は逆悌形である。

3基全てにおいて確認され

た柱痕は¢14cm大であり、覆

土はロームを主体とする人為

哩土であった。柱間は調査範

囲内においては3mで一定し

ている。全体の構成・規模に

ついては不明である。

本牡もF1号堀立柱建物址

同様に出土遺物は皆無であ

り、時期は不明である。

㊨可

且◎p2　　愈ニ1

第28図　F2号掘立柱建物址実測図
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第29図　F1号堀立柱建物址実測図
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第3節　土　坑
1）D1号土坑

遺構（第30図、図版三）

本址はH2号住居址の北東コーナー部分と重複し、

これを切って構築されていた。西端部分の全体の約1／5

ほどが調査区城外に係るため完堀はされていない。

東西が推定で1．9m、南北－1．4mの楕円形プランを呈

し、検出面からの深度は60cmを測る。底面は平坦である

が、叩締められてはいない。覆土はH2号住居址第1層

に近似した、にぷい黄褐色を呈する自然堆積土である。

確実に本址に伴う遺物は認められず、出土した土器

片もH2号住居牡に帰属するものであった。そのため

本牡の時期は確定できない。

A A

一・一十 仇J　7柑13m

免拐微税彰玖彰敦坊労坊．U　（】：80）」⊥ごと」m

第30図　D1号土坑実測図

第4節　溝　址
1）M1号溝址

遺構（第31図、図版七）

本牡は調査区の中央やや西側を南北に縦断する。H6・7号住居牡、F1号堀立柱建物址と重

複関係にあり、これらを切っている。1989年に本調査区の北方約30mの場所で御代田町教育委員会

が調査を実施した際には本址と接続する可能性を有する溝址は検出されておらず、本牡は田切台

地を南北に縦走する可能性が高いものと思われる。また、本牡を境に調査区の西側では極端に遺

構密度が低くなる。

巾2m前後で検出面からの深度は平均80cmを測るが、深度は南に向かうほど除々に増している。

覆土中には砂利層が複数認められ、水流により自らが運び込んだ土砂により段階的に埋没したも

のと思われる。

本址断面は水流により変形をきたしているが、基本的には整った逆悌形を呈している。前述し

たような規格的な位置関係等も含め自然流路ではなく、人工の溝牡の可能性が強い。

遺物（第32図）

土師器・須恵器・石器が出土している。出土量は多く、縄文時代の打製石器、弥生時代後期・

古墳時代後期～平安時代の土器等時期的にも多岐にわたるが、遺構の性格上本址の時期は確定

－33－



dA

標高　748．83rn

o　　　（1：240）　　　8m

Ml号溝址土層説明

1　－黒褐色土層（10YR3／2）

2　－　褐色土層（10YR4／6）

3　－黄褐色土層（10YR5／8）

4　－　暗褐色土層（10YR3／3）

5　－　暗褐色土層（10YR3／4）

6　－　褐色砂層（10YR4／6）

7　－暗褐色土層（10YR3／4）

8　－　褐色土層（10YR4／4）

9　－暗褐色土層（10YR3／3）

10　－暗褐色土層（10YR3／3）

11－　褐色土層（10YR4／6）

12　－　暗褐色土層（10YR3／3）

13　－黒褐色土層（10YR2／3）

14　－　にぷい黄橙色砂礫層（10YR7／2）

第31図　M1号溝祉実測図
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出来ない。尚、径5cm大の鉄樺が5点覆土中より出土している。

2）M2号溝址

遺構（第33図、図版九）

本址はM1号溝址の西側を調査区北端で4m、南端で12mの間隔を空けて南北に縦走する。他遺

構との重複関係は持たない。1989年の御代田町教育委員会の調査で確認されたM－7号溝状遺構

に本址が接続するものと思われる。

巾は北端部分で6．4m、南端部分が8．6mと南に向かう程拡張している。検出面からの深度は調査

区内では一定していないが、最浅部分でも1mに達する。覆土の大部分は砂利そのものか、もしく

は大量に含んでいる。

本址は自然流路と考えられるが、その生成時期は不明である。

遺物（第32図）

出土量は極めて少なく、いずれも摩耗が激しい。図化した2点の須恵器婆以外の未図化の土器

も須恵器の占める割合が高い。

3

5

第32図　Ml・M2号溝址出土遺物実測図
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標高　748．83m

O　　　　（1：240）

M2号溝址土層説明

1　－　撹乱

2　－　基本層序第I層

3　一　視灰色土層（10YR5／1）。

5mm大の石粒を小合する。

4　一　視灰色土層（10YR5／1）。

5mm大の石粒・10YR6／6ローム粒子を小合する。

5a一　にぷい黄橙色土層（10YR6／4）。

10YR8／4ローム粒子・褐灰色粒子（10YR5／1）・砂利を多合する。

5b－　5a層中におけるローム粒子含有率の低い層。

6a－　3層中に10YR6／6ローム粒子を多合する層。

6b－　6a屑におけるローム粒子含有率の低い層。

7　－　黒褐色土層（10YR3／1）

8　－10YR8／4ローム。

9　－　砂利層

10　－　砂層

10YR8／4ローム粒子多含。

11－　10YR8／6ローム。

12　－　3層中に砂利を多合する層。

13a－10YR6／6ロームと砂の混在層。

13b－10YR6／6ロームと砂利の混在層。

第33図　M2号溝址実測図
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第1表　Hl号住居址出土遺物一覧表

挿図番号 器　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

7 － 1 土師器杯

（13 ．5） 丸底。 非 ロタロ。

回転実測。（3．6） 内題気味 に立 ち上が 内面 ・外 面 口辺 －ナデ。

る口緑部 。 口辺 を除 く外面 －へ ラ削 り。

．7 － 2 土師器埠

（14．2） 丸底。 非 ロタロ。

回転実測。（4．7） 内題気味 に立 ち上 が 内面 ・外 面 口辺 －ナデ。

る口緑部。 口辺 を除 く外 画 一へ ラ削 り。

7 － 3 土師器杯
ロタロ。

内面黒色処 理。

断面実測。

旦 童盟 I：≡10
混 入遺 物。

7 － 4 須恵器蓋

（16．5） 天井部偏平。

口緑端部が弱 く外反

す る。

ロタロ。

外面天井部へ ラ削 り。 回転 実測 。

7 － 5
須恵器

有台埠

（17．6）

3 ．6
（12 ．8）

広 い底部。

直線 に開 く口緑部。
ロタロ。付 け高 台。 回転実測。

7 － 6 須恵器埠

42 ．6

4 ．5

6 ．0

外 底周縁が凹。

緩 やか に外反 しなが
ら開 く口緑部。

ロタ ロ。

底部へ ラ切 り未調整。
完全実測。

7 － 7
須恵器

壷 ？

付 け高台。

へラ削 り→ナデ。
完全実測。

7 － 8 土師器聾
20 ．2 「く」 字状に外反す

る口綾部 。

非ロタ ロ。

内面 －へ ラ削 り→ナデ。‘
外面 －へ ラ削 り。

回転実測。

7 － 9 土 師器婆

（24 ．8）
「く」 字状 に外反す

る口緑部 。

非 ロタロ。

内面 －へ ラ削 り→ナデ。

外画 一へ ラ削 り。

回転実測。

7 －10 土師器喪

（21 ．0）
口頸部基部 が屈 折 し

な い。

非 ロタロ。
内面体部 がへラナデの他 は全てへ

ラ ミガ キ。

回転実測。

7 －11 土師器蛮
（24．4） 「く」字状 に外反 す 非 ロクロ。

完 全実測。る口綾部。 内面 －へ ラナデ

球 胴。 外面 －へ ラ削 り。

7 －12 須恵器婆 丸底。
輪積 しない巻 き上 げ＋叩。

ロタロナ デ。

完 全実測。
焼 成時 の 置 き台が

底部 に付着 。

7 －13 須恵器寮

（29．4）
短 い 口頸部。 輪模 しない巻 き上 げ＋叩。

回転実測。

】

鉢 形 ロクロナデ。

第2表　H2・9号住居址出土遺物一覧表

挿図番 号 器　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

10－ 1 土師器埠
15 ．6

5 ．2
76 ．6

口緑 端 部 が 弱 く外

反。

ロクロ。
内面 黒色処理。

底部 ・周縁手持 ちへ ラ削 り。
完全実測。

10－ 2 土 師器埠

（13 ．6）

4 ．1
（5 ．6）

口緑 端 部 が 弱 く外

反。

ロタロ。

内面黒 色処理。

糸切 り未調 整。

回転実測。

10－ 3 土師器 杯

（6 ．0）

ロクロ。
内面黒 色処 理。糸切 り未調整。外底

周縁へ ラ削 り。
回転実測。

10－ 4 土師器 坪 ロタロ。
内面黒色処 理。

破 片実測。

且童盤 ［∃○

10－ 5 土師器埠
ロタロ。

内面黒色処理 。

破 片実測。

且童
盟 l≡IO
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1 0－ 6 土師器埠
ロタロ。

内面黒 色処理。

破 片実測。

旦 皇盤 日0

10－ 7 須恵器 杯
13 ．4

4 ．2
5 ．9

直線的 に開 く口緑 。 ロタロ。
糸切 り未調整。

完全実測。

10－ 8 須恵器 埠
12 ．8

4 ．1

5 ．7

口緑 端 部 が 弱 く外 ロタロ。 完全実測。
反。 糸切 り未調整。

10－ 9 須 恵器 埠

（13 ．5）

3 ．7
（6 ．8）

体部半 ばで弱・く屈折

して立 ち上 が る口緑

部。

ロタロ。

糸切 り未調整。
回転実測。

10－10 須 恵器 埠

（12 ．0） 口緑端部 がやや 肥厚

す る。
ロタ ロ。 回転実測。

10－11
須 恵器

有 台杯
5 ．6

外傾す る高台。
ロタ ロ。

糸切 り→付高台。
完全実測。

10－12 土師器 蛮

（5 ．4）

平坦 でない底 部。

非ロク ロ。

内面－へ ラ削 り→ ナデ。

外 面－へ ラ削 り。

回転実測。

‘10 －13
土 師話

手担

（5 ．7）

（3 ．5） 丸底。
非ロ タロ。

へラ磨 き。
回転実測。

10 －14 土 師器 杯
12 ．6

4 ．1
丸底。

口緑端部 が内屈。

非ロタ ロ。

外 面 口緑端部 を除 きへ ラ削 り、他

はナデ。

完全実測。

10 －15 土 師器喪
（15 ．3）

長胴。

非ロク ロ。

内面－へ ラナデ。

外 面－へ ラ削 り。

回転実測。

10 －16 砥石

ヽ

全 ての 面 に使 用 痕

が認め られ る。

欠損。

10 －17 砥 石

24 ．0

8 ．0

4 ．6

短 方向 の 2 面 を 除

き使用。

第3表　H3号住居址出土遺物一覧表

挿 図番号 器　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

13 － 1 土 師器杯

（13．0）

（4．0）
丸底 。

ロ緑端 部が直立。．

非 ロクロ。

口緑端部 を除 く外面 はへ ラ削 り、
他はナデ。

回転実測 。

13 － 2 土 師器杯
11．8

5．4
丸底 。 非 ロタロ。内面 －パ ケメ→ ナデ。外

完全実測 。
目線端 部が直立。 面一 口緑端部 を除 きへラ削 り。

13－ 3 須 恵器杯

12．2

4．2

4．5

体部下 半に陵 を有 し

て立 ち上 が る。

ロタ ロ。

へ ラ切 り→ 回転へ ラ削 り。
完全実測 。

13－ 4 土 師器鉢

12．4 口緑端 部が内傾 しな ，非 ロタロ。内面黒色処理。外面 －へ 完全実測 。
が ら立 ち上が る。 ラ削 り→へ ラ磨 き。

13－ 5 土 師器賓

非 ロタロ。
内面 －へ ラ削 り→ ナデ。

外画 一へ ラ削 り。

回転実測 。

13－ 6 土 師器喪
23．0 「く」字状 に外反す

る口綾 部。

非 ロタロ。

内面 －へ ラ削 り→ ナデ。
外面 －へ ラ削 り。

完全実測。

13－ 7
こ も石

編 み物石

8．7

3．5

2．3

完全実測 。

側 面 に敲打痕 。
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13－ 8
こも石

編 み物石

10 ．0

3 ．5

3 ．0

完全実測。
側面 に敲打痕。

13－ 9
模造石鉄 3 ．0

2 ．2

0 ．4

平基。

有孔。
完全 実測。

第4表　H4号住居址出土遺物一覧表

挿図番号 券　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

16－ 1 土師器杯

（11 ．8） 口緑端部 が陵 を成 し 非 ロク ロ。

回転 実測。て立 ち上 が る。 外 面 口緑端部以下 がへ ラ削 りの他

丸底。 はナデ。

16－ 2 土師器埠

（11．2）
口緑端部 が内題。
丸底。

非 ロタ ロ。

外面 口緑 端部以下 がヘ ラ削 りの 他

はナデ。

回転 実測。

16－ 3 土師器坪

（11．8）
（5．2） 丸底。

非 ロタロ。内面黒色処理。

外面 －へ ラ削 り。
回転実測 。

16－ 4 土師器寮
（13．2） 緩やか に外反 す る口

綾 部長胴。

非 ロタロ。
内面 －へラナデ。

外画 一へ ラ削 り。

回転実測 。

16－ 5 土師器喪

（15．4）
大 き く外反 する 口緑 内面 －へ ラ磨 き。

回転実測。
部。 外面 －ナデ。

16－ 6 土 師器賓

（5．0）

丸底気味の底部。
非 ロタロ。
内面 －へ ラ削 り→ナデ。

外面 －ナ デ気味のへ ラ削 り。

回転 実測。

16－ 7 土 師器寮

（21．8）

緩 く外反す る口緑 。

非 ロタロ。

内面 －へ ラ削 り→ナデ。

外面 －へ ラ削 り。

完 全実測。

16 － 8 土師 器寮

（24 ．8） 非 ロタロF。

内面 －ナデ。

外面 －へ ラ削 り。

回転 実測。

16－ 9 刀子 （1．3）

（0 ．3）

完全 実測。

欠損 。

16－10 石鉄

（0 ．4）

凹基 。

完全 実測。

欠損。 混入遺物。

黒曜石 。

第5表　H5号住居址出土遺物一覧表

挿図番号 券　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

20－ 1 土師器 杯

（15 ．0）
ロタロ。
内面黒 色処 理。

回転実測。
混入遺物。

20－ 2 土師器杯
（13．0） 丸底。 非 ロタロ。

回転実測。口緑端部が 弱 く外反 内画 一へラ磨 き。

す る。 外画 一へラ削 り。

20－ 3
須恵器

（17．3）

（4．0）
偏 平擬宝珠つ まみ ロタロ。 回転 実測。

坪蓋 端部断面三角形 。 天井部外面 回転へ ラ削 り。

20・－ 4 須 恵器杯

（12．8）

4．5
（9．6）

平 坦でな い底部。

底 部 と口綾部 の境 に

陵 を形成す る。

ロタロ。

へ ラ切 り→ 回転へ ラ削 り。
回転 実測。

20 － 5 須 恵器坪

（13．6）

4．5

9．6

尖底状 の丸底。 ロクロ。へ ラ切 り。 回転 実測。

20 － 6
須 恵器

有 台杯

（9．4）
口緑 部が緩やか に開

く。
ロタロ。 回転 実測。
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20 － 7
須 恵器

有 台杯 （7．0）

断面四角形の高 台。
ロクロ。
付 け高 台。

回転糸切 り。

回転実測。

混入遺物。

20 － 8 土師器賓
（22．2） 「く」字状 に外反 す

るロ緑部。

非 ロタロ。

内画 一へ ラ削 り→ナデ。

外面 一口綾部 除 きへ ラ削 り。

回転実測。

20 － 9 土師 器賓
（23．4） 「く」字状 に外反 す

る口緑部。

非 ロクロ。

内画 一へ ラ削 り→ナデ。

外面 一口緑部 除 きへ ラ削 り。

回転実測。

20 －10 土師器 喪
（20．6） 「く」字状 に外反 す

る口緑部。

非 ロタロ。

内面 －へ ラ・削 り→ナデ。

外面 一口緑部 除 きへ ラ削 り。

回転実測。 ．

20 －11 土師器 婆

（6．0）

底部小径。

非 ロタロ，。

内面 －へ ラ削 り→ナデ。
外面 －へ ラ削 り。

回転実測。

‘20 －12 土 師器無

（20．6）
直立す る口綾部。

球胴。

非 ロタロ。

内面 －へ ラナデ。

外面 一口緑部 除 きへ ラ削 り。

回転 実測。

20 －13
滑石 製

模 造品

2．7

2．5
0．6

不正楕円形。 打 ち欠 き、．研磨 。 回転実測。 曲玉 ？

第6表　H6号住居址出土遺物一覧表

挿 図番号 器　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

22 － 1 土 師器嚢
（21．8） 「く」字状 に外反 す

る口緑部。

非 ロタロ。
内面 －へ ラ削 り→ナデ。

外面 一口綾部 除 きへ ラ削 り。

完全実測 。

22 － 2 土 師器杯

（19．2） 底部 と口緑部 の境 に

陵 を有す る。

口緑部外反。

非 ロタロ。

外面底部へ ラ削 り他 はナ デ。
回転 実測 。

22 － 3 鉄製鎌

（6．0）

3．0

0．4

刃部が湾曲 しない。 完 全実測 。

第7表　H8号住居址出土遺物一覧表

挿 図番号 器　 種 法 ＿量 器 形 の 特 徴 成 ，形 ・ 調　 整 備　　　　 考

26 － 1 土 師器聾

4．6

非 ロタロ。

内面 －へ ラナデ。
外画 一へ ラ削 り。

回転 実測 。

26 － 2 軽石 製 ？
7．7

5．6
4．2

完全 実測 。

26 － 3
こも石

編 み物石

9．2

5．0
4．4

完全 実測 。

26 － 4 ＿
こも石

編 み物石

9．6
5．8

4．8

完全 実測 。

26 － 5
こも石

編 み物石

10．4

4．6

3．6

完全 実測 。

側面 に敲打痕 。

26－ 6
こも石

編 み物石

9．2

6．0

4．0

完全 実測 。

側面 に敲打痕 。

26－ 7
こも石

編 み物石

9．8

5．8

4 ．4

完全 実測 。

側面 に敲打痕 。

26－ 8
こも石

編 み物石

9．8

7．0

4 ．4

完全実測。

側面 に敲打痕 。

I
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26－ 9
こ も石

編 み物石

11 ．4

5 ．6

4 ．8

砥 石 として使用 ？

完全 実測 。
側面 に敲打痕 。

金属 に よる加工。

26－10
こ も石

編 み物石

11 ．0

6 ．4

4 ．6

完全実測 。
側面 に敲打痕 云

金属 による加工。

26－11
こ も石

編 み物石

12 ．4

6 ．8

4 ．6

完全実測。

26－12
こ も石

編み物石

12 ．4

6 ．8
4．6

完全実測。

第8表　M1号溝址出土遺物一覧表

挿図番号 器　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

31－ 1 ・ 土師器碗

（15．2） 有台。 非 ロタロ。
回転 実測。

旦童
5．6 台 は内題気味 に外 傾 内面黒色処 理。

7．0 す る。 糸切 り→付 け高台。 盟 Eヨ○

31－ 2 土師器鉢

（14．6） 口綾部が 内管気味 に 非 ロクロ。
回転 実測。立 ち上が り、端部 で 内面 －へ ラ磨 き。

外反す る。 外面 －へ ラ削 り。

31－ 3 須 恵器杯
（13．8）

4．3
（7．0）

口緑端部が外反。 ロタロ。

回転糸切 り。
回転 実測。

31－ 6 土 師器 楽
（14．6） 「コ」字気味の 口緑

部 。

非 ロタロ。
内面－へ ラ削 り→ ナデ。

外面－へ ラ削 ．り。

回転実測 。

31－ 7 須 恵器 婆
（20 ．0） 口緑 端部がつ まみ あ ロタ ロ。 回転実測。

げ られ る。 外 部頚部 にへ ラに よる刻文。

31－ 8
須 恵器

埠 蓋
皿状 つ まみ。 ロク ロ。 回転実測。

第9表　M2号溝址出土遺物一覧表

挿図番号 券　 種 法　 量 器 形 の 特 徴 成　 形　 ・　 調　 整 備　　　　 考

31－4 須恵器賓 輪積ないし巻き上げ＋叩締 断面実測。

31－5 須恵器寮 輪積ないし巻き上げ＋叩締 断面実測。
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第9表　Pi t一覧表　N0．－1

N o． 覆　　　　　　　　　 土 出 土 遺 物 長径 深 度

1
1 層－ 10 Y R 2／2、混入物無 し。

40 cm 2 3c m
2 層－ 10 Y R 8／6 ローム二次堆積 。 10Y R 2／2粒 子 ・¢5m m 大パ ミス多含 。

2
1 層－ 10 Y R 2／2、≠3c m 大 1 0Y R 8／6ロー ムブ ック を含む。 土師器聾 － 1 片 55 2 1
2 層 T l OY R 8／4 ロー ム二次堆積 。 10 Y R 2／2粒 子 ・＋5m m 大パ ミス多含 。

3
1 層－ 1 0Y R 2／3、混入物無 し。 40 3 6
2 層－ 1 0Y R 6／4、 1 0Y R 2／3粒子多合。

4
1 層－ 1 0Y R 7／4、 ≠5m m 大パ ミス ・1 0Y R 3／2粒子 多含 。

65 3 4
2 層－ 1 0Y R 3／2、混 入物無 し。

5 1 層－ 1 0Y R 3／1、 1 0Y R 8／4 ロー ム粒子 多含 。 60 10

6 1 層 －1 0Y R 3／1、 1 0Y R 7／6 ロー ム粒子少含 。 30 10

7 1 層 －1 0Y R 2／2、 ≠3 cm 大 10Y R 8／6ロームブ ック少含。 50 2 5

8 1 層 －1 0Y R 2／2、 ¢1 ．5 cm 以下パ ミス ・10 Y R 7／6 ロー ム粒 子多合。 40 19

9 1 層 －1 0Y R 4／1、 ¢1 C叩大パ ミス ・10 Y R 7／6 ローム粒子 を含 む。 50 11

1 0 1 層 －1 0Y R 4／1、 ¢1 cm 大パ ミス ・10 Y R 7／6 ローム粒子 を含 む。 50 19

1 1
1 層 －1 0Y R 8／4ローム二次堆積 。混入物無 し。 40 18
2 層 －1 0Y R 3／2。混 入物無 し。

1 2 1 層 －1 0Y R 3／1、 ≠1 cm 大パ ミス ・10 Y R 7／6 ローム粒子少含 。 40 4 5

1 3 1 層 －1 0Y R 3／1、 ¢1 cin大パ ミス ・10 Y R 7／6 ローム粒子少含 。 土師器寮 － 1 片 55 2 9

1 4 1 層 －1 0Y R 3／1、 ¢1 cm 大パ ミス ・10 Y R 7／6 ロー ム粒子 少含 。 40 2 5

1 5
1 fg ’－1 0Y R 6／4、 10Y R 7／6ローム粒 子多合。

50 30
2 層 －1 0Y R 3／1、 ≠1 cm 大パ ミス ・10 Y R 7／6 ロー ム粒子 少含 。

1 6 1 層 －1 0Y R 8／4ローム二次 堆積。、≠1 4c m l OY R 3／1柱痕 を有す る。 45 18

1 7 1 層 －1 0Y R 3／2、 10 Y R 7／6ローム粒 子多合。 P it1 8を切 る。 50 2 8

1 8 1 層 －1 0Y R 4／3、 ≠3～ 5c m 大 1 0Y R 3／1ブ ロ ック を含む。 P it1 7に切 られ る。 50 3 9

1 9 1 層 －1 0Y R 3／2、 10Y R 7／6ローム粒 子 ・砂粒 を含 む。 50 3 6

2 0 1 層 －1 0Y R 3／2、 10 Y R 7／6ローム粒 子 ・砂粒 を含 む。 50 3 9

2 1
1 層 一砂 の堆積。 55 3 8
2 層 －1 0Y R 3／3、砂粒 多含 。

2 2
1 層 －1 0Y R 7／6ローム二次堆積。 50 3 5
2 層 －1 0 Y R 3／1、 10 Y R 7／6ローム粒 子多合。

2 3
1 層 － 10Y R 8／4ローム二次堆積、 1 0Y R 4／2粒子含 む。

30 19
≠1 4c m l OY R 5／3柱痕 を有 する。

2 4 1 層 －1 0 Y R 2／3、 ¢3 cm lO Y R 8／6ロームブ ック少含。 30 15

2 5
1 層 一 10Y R 8／4ローム二次堆積。 土師器賓 一 2 片 55 4 0
2 層 －1 0Y R 3／1、・¢1 cm パ ミス ・1 0Y R 8／3 ローム粒子少含 。

2 6 1 層 － 10Y R 4／1、 10Y R 8／4ローム粒 子 を含む・。 30 3 2

2 7 1 層 一 10 Y R 4／1、 10Y R 8／4ローム粒 子 を含む。 30 15

2 8 1 層 － 10Y R 3／1、 10 Y R 8／4ローム粒 子少合。 50 2 7

2 9 1 層 － 10Y R 3／1、≠5 m m 石粒 多含 。 土師器蛮 － 4 片 30 2 3

3 0 1 層 － 10Y R 3／1、 ¢2 cm lO Y R 7／6ロームブ ック ・砂利 を含 む。 45 3 6

3 1 1 層 － 10Y R 3／1、≠2 cm lO Y R 7／6ロームブ ック ・砂利 を含 む。 50 4 2
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第10表　Pi t一覧表　N0．－2

N o． 覆　　　　　　　　　 土 出 土 遺 物 長径 深 度

32 1 層 －1 0Y R 3／2、 10 Y R 7／6ローム粒 子 ・≠1c m パ ミス少含 。 ・土師器喪 － 1 片 3 5c m 39 cm

33 1 層 －1 0Y R 3／1、 10 Y R 7／6ローム粒 子含 む。 5 0 19

34 1 層 －1 0Y R 3／1、 10Y R 5／6ローム粒 子含 む。 P it35 を切 る・。 3 5 25

35 1 層 －1 0Y R 3／1、混 入物無 し。 P it34 に切 られる。 4 5 1 1

36 1 層 －1 0Y R 3／1、 ¢1 ．5 cm 石粒 を含む。 土師器蛮 － 1 片 5 0 27

37 4 層 －1 0Y R 2／1、 ¢1 cm lO Y R 6／6ローム粒 子少合。 5 0 25

38 1 由 一1 0Y R 2／1、 i l cm lOY R 6／6ローム粒 子少合。 4 0 15

39 1 層 －1 0Y R 2／1、砂粒 少合。 須恵器壷 － 1 片 5 0 31

40 1 層 －1 0Y R 4／1、 ¢1 ．5 cm lO Y R 8／4ロームブ ロック多含 。 4 0 42

4 1 1 層 －1 0Y R 4／1、混 入物無 し。 4 0 13

42 1 層 －1 0Y R 4／1、混 入物無 し。 2 5 9

4．3 1 層 －1 0Y R 4／2、 10 Y R 8／4ローム粒 子 ・砂粒 を含む。 5 0 2 3

44 1 層 －1 0Y R 3／1、 10 Y R 8／4ローム粒 子 を含む。 3 5 2 2

4 5 1 層 －1 0Y R 3／2、 10 Y R 8／6ローム粒 子多含 ・10 Y R 2／1粒子含 む。 7 5 4 9

46 1 層 －1 0Y R 4／2、 ¢1 cm lOY R 8／6ロームブ ック少含。
土師器喪 － 3 片

杯－ 1片
7 5 16

47 1 層 －1 0Y R 2／1、 10 Y R 8／4ローム粒 子 ・砂粒 を含む。 H lに切 られ る。。 土師器聾 － 1 片 5 0 2 3

48
1 層 －1 0Y R 4／3、 ≠1 cm lOY R 8／4ロームブ ロック ・¢3 cm lO Y R 3／1ブロ ック

須恵器壷 － 1 片 7 0 2 7
¢1 cm l石粒 多含 。

4 9 1 層 －1 0Y R 5／3、 10Y R 8／4ローム粒 子 ・¢5m m パ ミス多合。 M lに切 られる。 75 3 3

5 0
1 層 －1 0Y R 4／3、 ≠1 cm lOY R 8／6ローム粒 子 ・≠5c m l OY R 2／1ブ ロ ック

60 4 4
¢1 cm パ ミス多含。

5 1 1 層 －1 0Y R 4／3、 10 Y R 8／6ローム粒 子 ・＿砂粒 を含む。 5・5 2 8

52
1 層 －1 0Y R 4／2、 ≠2 cm 16 Y R 8／6ローム粒 子少合 ・i l cm パ ミス を含む。

45 4 0
≠1 6c m l OY R 3／1柱痕 を有 する。

53
1 層 －1 0Y R 6／4、 10 Y R 7／6ローム粒 子 ・多含。

55 6 1
2 層 －1 0Y R 3／1、 10 Y R 7／6ローム粒 子少含 ・≠1c m パ ミス少合 。

54 1 層 －1 0Y R 4／1、 10 Y R 8／4ローム粒 子・・砂粒少含。 55 1 9
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第IV層　調査まとめ

第1節　土器について

今回の調査で出土した土器の90％は住居址から出土したものであった。土器が残されていな

かったH7・8号住居址を除く7棟の内、明らかに時期が異なるH2号住居祉以外のHl・3・

4・5・6・9号住居址はほぼ同時期の所産と考えられる内容である。ここでは佐久地方の奈良・

平安時代の土器編年として高い評価を受けている「堤隆」の一連の業績を基に上記住居址出土土

器の位置付けを試み、各住居牡に年代を与える根拠としたい。

まず、前述したほぼ同時期と考えられる6棟の住居祉出土土器を器種毎に分類し「前田遺跡」

で堤が行った分類との比較を行う。その後、当遺跡出土土器の住居祉毎の券種構成を「前田遺跡」

の時期区分の中に位置付けてみたい。

第35図に示したように、当遺跡出土土器の内ほぼ同時期として捉えられると考えられる6棟の

住居祉出土土器は土師器坪－6形態、賓－4形態7類型、鉢－2形態、須恵器埠－3形態、有台

杯－1形態、杯蓋－1形態、賓－2形態に分類される。これらを「前田遺跡」の分類に比定する

と当遺跡の土師器杯A・B・Fは該当するものはなく、C・D・Eは「前田遺跡」のAにほぼ該

当する。土師器楽は当遺跡のA1－A3が「前田遺跡」のBlに、CがAにそれそれ該当するも

のの、Bl・B2・Dは該当しない。土師器鉢・須恵器寮については「前田遺跡」で分類されて

いないため比定不可能である。須恵器埠については、当遺跡のAが「前田遺跡」のAlに、B・

CがA2に、有台埠AはCに、杯蓋AはC2にそれぞれ該当するものとして捉えられる。

それでは、当遺跡出土土器と「前田遺跡」出土土器の分類比較の中で双方に該当しなかった券

種・形態の土器の位置付けについてはどのように捉えればよいのであろうか。まず、土師器坪A・

Bは前時代の様相を引きずるものとして捉えることができる。また、土師器杯Fについては、法

量・調整等において若干の相異はあるものの、「前田遺跡」の椀に相当するものであろう。土師器

楽Bl・B2については成形・調整・脂土はAl～A3の所謂「武蔵型の賓」に近似しており、

異なるのはプロポーションだけである。このような賓は佐久市分の「前田遺跡」や群馬県に類例

が認められ決してアクシデント的な在り方をする土器ではない。その生成過程をここで論ずるの

は早計であろうが、おそらくは当遺跡分類土師器婆Dのような、前時代の球胴を呈Lへラ磨きが

施される婆の調整が、所謂「武蔵型の賓」のへラ削り調整を受容した結果誕生したものと思われ

る。次に土師器鉢A・Bについてであるが、小型賓の代用としての性格を有する器種ではあろう

が「前田遺跡」に認められる小型婆とは明らかに異なる系譜の土器である。前時代の系譜を引き
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第35図　聖原遺跡II出土土器分類表
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第36図　前田遺跡土器分類表
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ずるものとして捉えられよう。須恵器に関しては当遺跡に認められる器種は概ね「前田遺跡」分

類で一括されており問題は認められないが、「前田遺跡」分類の有台埠A、埠Al～A2・Bl～B

2・Clは当遺跡では認められない。しかし、このことは「前田遺跡」に比べ当遺跡における須

恵器の出土量の少なさに起因した結果と思われる。言うなれば遺跡の性格による違いであろう。

以上のような器種により構成される土器様相は「前田遺跡」第IV期に位置付けられ、8世紀の

第I四半期を中心とする実年代が想定されている。その結果、当遺跡で検出されたHl・3・4・

5・6・9号住居牡は時間差を内包するものの概ね「前田遺跡」第IV期の所産として位置付けら

れる。尚、1棟のみ時期が異なるH2号住居址の所産期については9世紀代と言う大枠で捉えて

おきたい。

第2節　住居址構造について

土器様相と同様に、住居址構造とその時期別変遷過程についても「前田遺跡」において「堤隆」

による詳細な分析が試みられている。ここでは、土器様相によって導き出された年代に従いHl・

3・4・5・6・9号住居牡の構造について「前田遺跡」との比較盲試みたい。

カマドは完掘されたもの全てが北壁中央部に構築されており共通している。規模は「前田遺跡」

分類に従うと7－12mzの小形とされるものが1棟（H3）、14～20m2の中形のものが1棟（H6）、

24－29m2の大形のものが2棟（Hl・4）、40．6m2を測る大形のものが1棟（H5）認められ、数

量的な問題もあり単純な比較はできないが、相対的に当遺跡の方が大規模な住居牡が多く認めら

れる。主柱穴の在り方は、「前田遺跡」で指摘されているように当遺跡の場合も小形のH3号住居

址が有さない他は、完掘された4棟の中形～大形のものは全て4基認められる。次にカマドと相

対する壁下に認められる「出入り口」施設と考えられる小径のPitについてはH1号住居址1棟に
．

ついてのみ認められている。また、壁溝についてはHl・4・5号住居址において確認されてお

り、この3棟はいずれも大形であることから「前田遺跡」の見解に矛盾しない。

最後にカマド構築方法について触れておきたい。当遺跡の場合カマドは堀り方時に袖の付け根

部分が壁から5cmほど削り残されており、床の版築に並行して主として粘土により袖が構築され

る。芯材として用いられる軽石は面取りされる場合もされない場合もあるが、どちらかと言えば

粘土に混入させているものと、「前田遺跡」のように面取りを施した軽石を心材として組み上げて

粘土で被覆するものの2種類が認められる。天井部については双方共に軽石を袖に渡して粘土で

被覆している。「前田遺跡」とはやや異なる状況を呈している。尚、「前田遺跡」で言及されてい

るカマド祭祀についてはカマドの崩壊が必ずしも人為的であるとは断足しがたい状況を呈するも

のが多く、カマドを縦断する住居祉南北セクションの観察からは自然崩壊と考えられる例が多く、

支脚も住居址内に残されている例が多い。
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第3節　調査方法の反省と課題

今回の調査は、住居祉覆土内の全ての遺物を水平・垂直座標に記録する事を基本として実施し

た。しかし、本文中に掲載した分布図を見てのとお’り効果はあまり認められなかった。

その原因としては、住居祉覆土内に包含されていた遺物量が極めて少量であったこと、残され

ていた遺物の大半が廃棄された様相を呈しており原形・元位置が復元出来ないものであることの

2点が推測される。

当遺跡が存在する田切台地は比較的平坦であり、その地形の特殊性から自然の力による遺構内

への遺物の混入は遺構の深度が深いことと相侯って、覆土の下層にはあまり影響を与えないよう

である。また、人為哩土的なロームと黒色系土が混在する土層が遺構覆土中に存在する場合も多

く、1遺構の覆土が単純に自然堆積や人為哩土のみで構成されるのではなく両者の複合や、人為

哩土の2次堆積といった生成過程の異なる土層により構成されている可能性が高いことも一因と

なっているようである。

今回の調査が実施された前年に行われた「上聖端遺跡」の調査では遺構の分層発掘を実施して

おり、その後調査が実施され現在も継続的に調査を実施している「聖原遺跡」も同様な調査方法

を採用している。これらの遺跡は遺跡名こそ統一されていないが同一台地に存在する同一遺跡で

あり、調査に関する遺跡の条件はほぼ同様である。筆者も「聖原遺跡」の調査に参加し上記のよ

うな調査方法により調査を実施したが、この台地上の調査はこのような方法により実施したほう

がより効果的であり、遺物と遺構の共伴関係をより具体的に捉えられるように思われる。

発掘調査における方法が、対象となる遺跡の状態・性格や、目的により選択され最も効果的な

記録化が、よりシンプルな操作で達成できる方法の模索は絶えず試みられなければならないよう

に思われる。
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